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「実験動物感染症の現状」について

日本実験動物学会 実験動物感染症対策委員会

日本実験動物学会の実験動物ニュースで連載している「実験動物感染症の現状」は，
2011年の実験動物ニュース 60巻第 1号から始まりました。その号の「実験動物感染症対
策委員からのお知らせ」には当時の喜多正和委員長により，当委員会の活動はすべての実
験動物の感染症を対象とし，感染症関連情報の会員への提供を最重要項目とすると書かれ
ています。
それ以来「実験動物感染症の現状」ではマウス・ラットなどの齧歯類から，サル類，ブタ，

ゼブラフィッシュまで多くの実験動物の感染症や生物材料の微生物汚染，動物実験施設に
おける微生物管理方法などが取り上げられてきました。
本稿では，「実験動物感染症の現状」ならびに実験動物感染症対策委員会がシンポジウ

ム等で取り上げた内容をまとめ，リスト化しました。
表 1は，実験動物ニュース 60巻第 1号から同 68巻第 2号までの「実験動物感染症の現状」

全記事のリストです。表 2は，実験動物感染症対策委員会シンポジウムの講演タイトルリ
ストです。
「実験動物感染症の現状」で扱った記事については，日本実験動物学会の実験動物ニュー
スにすべてのバックナンバーが載っておりますのでご利用ください。
また，「実験動物感染症の現状」の初期の記事と，実験動物感染症対策委員会シンポジ

ウムの一部（表 1と表 2に「収載」と書かれている記事と講演記録）については，2016年
に冊子「実験動物感染症と感染症動物モデルの現状」（公益社団法人日本実験動物学会発行）
としてまとめられていますのでお持ちの方はぜひ有効活用してください。
動物実験のあり方が変わると，関係する感染症も変わります。実験動物感染症対策委員

会は今後も，日本実験動物学会会員に役に立つ情報収集と提供に努めてまいりますので，
よろしくお願いいたします。

2019年 6月

実験動物感染症の現状
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表
1　
「
実
験
動
物
感
染
症
の
現
状
」
記
事
リ
ス
ト

発
行
年

掲
載
巻
号

タ
イ
ト
ル

著
者
名

著
者
所
属
（
執
筆
当
時
）

対
象
動
物

病
原
体
種
別

20
11

V
ol

.6
0.

 N
o.

1
マ
ウ
ス
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

 
池
　
郁
生

独
立
行
政
法
人
理
化
学
研
究
所
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
実
験
動
物
開
発
室

マ
ウ
ス

ウ
イ
ル
ス

20
11

V
ol

.6
0.

 N
o.

2
マ
ウ
ス
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

山
田
靖
子

国
立
感
染
症
研
究
所
動
物
管
理
室

マ
ウ
ス

ウ
イ
ル
ス

20
11

V
ol

.6
0.

 N
o.

4
サ
ル
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス

 4
 型
（

SR
V

-4
）

喜
多
正
和

1 ，
 

岡
本
宗
裕

2

1
京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
実
験
動
物
セ
ン
タ
ー

 
2
京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所
人
類
進
化
モ
デ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー

サ
ル

ウ
イ
ル
ス

20
11

V
ol

.6
0.

 N
o.

5
ボ
ル
デ
テ
ラ
属
菌

林
元
展
人

公
益
財
団
法
人
実
験
動
物
中
央
研
究
所

IC
LA

S
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

イ
ヌ・
ウ
サ
ギ
・
ブ
タ・
モ
ル
モ
ッ
ト・

ラ
ッ
ト
・
マ
ウ
ス

細
菌

20
12

V
ol

.6
1.

 N
o.

1
リ
ン
パ
球
性
脈
絡
髄
膜
炎
ウ
イ
ル
ス

髙
木
利
一

1,
2 ，

 
大
沢
一
貴

1

1
長
崎
大
学
先
導
生
命
科
学
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
・
比
較
動
物
医
学
分
野

 
2
日
本
エ
ス
エ
ル
シ
ー（
株
）
バ
イ
オ
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
・
品
質
管
理
部

マ
ウ
ス
・
ハ
ム
ス
タ
ー
・

 
モ
ル
モ
ッ
ト

ウ
イ
ル
ス

20
12

V
ol

.6
1.

 N
o.

2
げ
っ
歯
類
パ
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス

 
國
田
　
智

自
治
医
科
大
学
実
験
医
学
セ
ン
タ
ー

マ
ウ
ス
・
ラ
ッ
ト

ウ
イ
ル
ス

20
12

V
ol

.6
1.

 N
o.

4
齧
歯
類
の
ニ
ュ
ー
モ
シ
ス
チ
ス
感
染
症

 
池
　
郁
生

理
化
学
研
究
所
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
実
験
動
物
開
発
室

マ
ウ
ス
・
ラ
ッ
ト

真
菌

20
12

V
ol

.6
1.

 N
o.

5
結
核

 
板
垣
伊
織

1 ，
 

山
田
靖
子

2

1
社
団
法
人
予
防
衛
生
協
会

 
2
国
立
感
染
症
研
究
所
動
物
管
理
室

サ
ル

細
菌

20
13

V
ol

.6
2.

 N
o.

1
肺
パ
ス
ツ
レ
ラ

 
川
本
英
一

1 ，
 

喜
多
正
和

2

1
東
京
医
科
大
学
動
物
実
験
セ
ン
タ
ー

 
2
京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
実
験
動
物
セ
ン
タ
ー

マ
ウ
ス
・
ラ
ッ
ト
・

 
モ
ル
モ
ッ
ト

細
菌

20
13

V
ol

.6
2.

 N
o.

1
ハ
ン
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

 
有
川
二
郎

北
海
道
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
微
生
物
学
講
座

ラ
ッ
ト

ウ
イ
ル
ス

20
13

V
o l

.6
2.

 N
o.

2
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
属
菌

後
藤
一
雄

帝
京
大
学
医
療
技
術
学
部

マ
ウ
ス
・
ラ
ッ
ト
・
ウ
サ
ギ
・
モ
ル

モ
ッ
ト

細
菌

20
13

V
ol

.6
2.

 N
o.

3
B

 ウ
イ
ル
ス

 
大
沢
一
貴

長
崎
大
学
先
導
生
命
科
学
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
・
比
較
動
物
医
学
分
野

サ
ル

ウ
イ
ル
ス

20
13

V
ol

.6
2.

 N
o.

4
E
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

岡
本
宏
明

自
治
医
科
大
学
医
学
部
感
染
・
免
疫
学
講
座
ウ
イ
ル
ス
学
部
門

ブ
タ

ウ
イ
ル
ス

20
14

V
ol

.6
3.

 N
o.

1
サ
ル
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
，
そ
の
後

岡
本
宗
裕

京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所
人
類
進
化
モ
デ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー

サ
ル

ウ
イ
ル
ス

20
14

V
ol

.6
3.

 N
o.

2
C

or
yn

eb
ac

te
ri

um
 b

ov
is
に
よ
る
げ
っ
歯
類
の
皮
膚
炎
に
つ
い
て

渡
邊
利
彦

中
外
製
薬
（
株
）

マ
ウ
ス

細
菌

20
14

V
ol

.6
3.

 N
o.

3
C

A
R

 バ
チ
ル
ス
感
染
症

池
　
郁
生

独
立
行
政
法
人
理
化
学
研
究
所
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
実
験
動
物
開
発
室

マ
ウ
ス
・
ラ
ッ
ト
・
ウ
サ
ギ
・
ブ
タ

細
菌

20
14

V
ol

.6
3.

 N
o.

4
ア
ス
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス

丸
山
　
滋

日
本
チ
ャ
ー
ル
ス
・
リ
バ
ー
株
式
会
社

マ
ウ
ス
・
ラ
ッ
ト
・
ウ
サ
ギ

ウ
イ
ル
ス

20
15

V
ol

.6
4.

 N
o.

1
セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス（

Se
nd

ai
 v

ir
us

: H
V

J）
山
田
靖
子

国
立
感
染
症
研
究
所
動
物
管
理
室

マ
ウ
ス
・
ラ
ッ
ト
・
ウ
サ
ギ
・

 
モ
ル
モ
ッ
ト
・
マ
ー
モ
セ
ッ
ト

ウ
イ
ル
ス

20
15

V
ol

.6
4.

 N
o.

2
緑
膿
菌（

Ps
eu

do
m

on
as

 a
er

ug
in

os
a ）

喜
多
正
和

京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
実
験
動
物
セ
ン
タ
ー

マ
ウ
ス
・
ラ
ッ
ト
・
ほ
か

細
菌

20
15

V
ol

.6
4.

 N
o.

4
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
属
菌
感
染
に
つ
い
て

 
山
中
仁
木
，

大
沢
一
貴

長
崎
大
学
先
導
生
命
科
学
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
・
比
較
動
物
医
学
分
野

マ
ウ
ス
・
ラ
ッ
ト
・
ほ
か

細
菌

20
15

V
ol

.6
4.

 N
o.

4
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌（

St
ap

hy
lo

co
cc

us
 a

ur
eu

s ）
森
田
華
子
，

林
元
展
人

公
益
財
団
法
人
実
験
動
物
中
央
研
究
所

IC
LA

S
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

マ
ウ
ス
・
ラ
ッ
ト
・
ほ
か

細
菌

20
16

V
ol

.6
5.

 N
o.

2
テ
ィ
ザ
ー
菌（

C
lo

st
ri

di
um

 p
ili

fo
rm

e ）
國
田
　
智

自
治
医
科
大
学
実
験
医
学
セ
ン
タ
ー

マ
ウ
ス
・
ラ
ッ
ト
・
ウ
サ
ギ
・

 
モ
ル
モ
ッ
ト
・
イ
ヌ
・
ほ
か

細
菌

20
16

V
ol

.6
5.

 N
o.

2
サ
ル

 T
 細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス（

si
m

ia
n 

T-
ce

ll 
le

uk
em

ia
 v

ir
us

: S
TL

V
）

明
里
宏
文
，

村
田
め
ぐ
み

京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所

サ
ル

ウ
イ
ル
ス

20
16

V
ol

.6
5.

 N
o.

3
マ
ウ
ス
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

渡
邊
利
彦

中
外
製
薬
株
式
会
社

マ
ウ
ス

ウ
イ
ル
ス

20
16

V
ol

.6
5.

 N
o.

4
齧
歯
類
分
離

CA
R
バ
チ
ル
ス
の
新
学
名
，F

ilo
ba

ct
er

iu
m

 ro
de

nt
iu

m
に
つ
い
て

池
　
郁
生

国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
実
験
動
物
開
発
室

マ
ウ
ス
・
ラ
ッ
ト

細
菌

20
17

V
ol

.6
6.

 N
o.

1
ゼ
ブ
ラ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
感
染
症

丸
山
　
滋

日
本
チ
ャ
ー
ル
ス
・
リ
バ
ー
株
式
会
社

ゼ
ブ
ラ
フ
ィ
ッ
シ
ュ

細
菌・
ウ
イ
ル
ス・

寄
生
虫

20
17

V
ol

.6
6.

 N
o.

2
細
菌
性
赤
痢

山
田
靖
子

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科

サ
ル

細
菌

20
17

V
ol

.6
6.

 N
o.

3
コ
モ
ン
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
の
腸
管
病
原
性
大
腸
菌
感
染
症

林
元
展
人

公
益
財
団
法
人
実
験
動
物
中
央
研
究
所

IC
LA

S
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

コ
モ
ン
マ
ー
モ
セ
ッ
ト

細
菌

20
18

V
ol

.6
7.

 N
o.

1
生
物
由
来
試
料
等
の
微
生
物
検
査
に
つ
い
て

大
沢
一
貴

1 ，
 

林
元
展
人

2

1
長
崎
大
学
先
導
生
命
科
学
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
比
較
動
物
医
学
分
野

 
2
公
益
財
団
法
人
実
験
動
物
中
央
研
究
所

IC
LA

S
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

全
般

/管
理

全
般

20
18

V
ol

.6
7.

 N
o.

2
M

ac
ac

a  
属
の
サ
ル
に
お
け
る

 B
ar

to
ne

lla
 q

ui
nt

an
a  
感
染
状
況

佐
藤
真
伍

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
獣
医
公
衆
衛
生
学
研
究
室

サ
ル

細
菌

20
18

V
ol

.6
7.

 N
o.

3
ペ
ッ
ト
お
よ
び
野
生
動
物
か
ら
の
実
験
動
物
感
染
症
リ
ス
ク
と
対
策

國
田
　
智

自
治
医
科
大
学
実
験
医
学
セ
ン
タ
ー

ペ
ッ
ト
マ
ウ
ス
・
野
生
マ
ウ
ス

全
般

20
18

V
ol

.6
7.

 N
o.

4
感
染
症
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

 
 ―
中
外
製
薬
株
式
会
社
に
お
け
る
手
順
の
紹
介
―

 
渡
邊
利
彦

中
外
製
薬
株
式
会
社

全
般

/管
理

全
般

20
19

V
ol

.6
8.

 N
o.

2
肺
パ
ス
ツ
レ
ラ
の
細
菌
分
類
再
編
と
微
生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

佐
々
木
啓

順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
健
康
学
科
環
境
衛
生
学
教
室

マ
ウ
ス
・
ラ
ッ
ト

細
菌

20
11
年
～

20
15
年
掲
載
分
は
「
実
験
動
物
感
染
症
と
感
染
症
動
物
モ
デ
ル
の
現
状
」
に
収
載
．
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表
2　
日
本
実
験
動
物
学
会
総
会
実
験
動
物
感
染
症
対
策
委
員
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録

開
催
年

開
催
学
総
会

開
催
都
市

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
タ
イ
ト
ル

講
演
タ
イ
ト
ル

講
演
者
名

講
演
者
所
属

20
14

日
本
実
験
動
物
学
会
総
会
実
験
動
物
感
染
症

対
策
委
員
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

札
幌

ヒ
ト
感
染
症
の
動
物
実
験

モ
デ
ル

ヒ
ト
化
マ
ウ
ス
を
用
い
た
ヒ
ト
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
モ
デ
ル
の
樹
立
と
そ
の
応
用

岡
田
誠
治

熊
本
大
学
エ
イ
ズ
学
研
究
セ
ン
タ
ー
岡
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
室

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
動
物
モ
デ
ル

 
～
フ
ェ
レ
ッ
ト
編
～

渡
辺
登
喜
子

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所

 感
染
・
免
疫
部
門

 ウ
イ
ル
ス
感
染
分
野

エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
病
の
動
物
モ
デ
ル
と
ワ
ク
チ
ン
開
発

津
田
祥
美

北
海
道
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

 病
原
微
生
物
学
分
野

コ
モ
ン
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
を
用
い
た
感
染
症
モ
デ
ル

伊
藤
豊
志
雄

公
益
社
団
法
人
実
験
動
物
中
央
研
究
所

20
15

第
62
回
日
本
実
験
動
物
学
会
総
会
実
験
動
物

感
染
症
対
策
委
員
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

京
都

感
染
症
の
予
防
と
治
療
に

貢
献
す
る
動
物
実
験

動
物
モ
デ
ル
を
用
い
た
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
感
染
症
の
治
療
法
の
開
発

喜
多
正
和

京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
実
験
動
物
セ
ン
タ
ー

霊
長
類
モ
デ
ル
を
用
い
た

 H
IV

 感
染
症
の
予
防
・
治
療
法
開
発

三
浦
智
行

京
都
大
学
ウ
イ
ル
ス
研
究
所

エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス

 - 
予
防
・
治
療
薬
開
発
の
現
状

高
田
礼
人

北
海
道
大
学
人
獣
共
通
感
染
症
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス
感
染
霊
長
類
モ
デ
ル
の
開
発

高
崎
智
彦

国
立
感
染
症
研
究
所
ウ
イ
ル
ス
第
一
部

20
16

第
63
回
日
本
実
験
動
物
学
会
総
会
実
験
動
物

感
染
症
対
策
委
員
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

川
崎

微
生
物
検
査
に
お
け
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
実
際

細
菌
同
定
検
査
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

林
元
展
人

公
益
財
団
法
人
実
験
動
物
中
央
研
究
所

 IC
LA

S 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

血
清
検
査
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

丸
山
　
滋

日
本
チ
ャ
ー
ル
ス
・
リ
バ
ー
株
式
会
社

現
場
か
ら
見
た
微
生
物
検
査
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

池
　
郁
生

理
化
学
研
究
所
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

20
17

第
64
回
日
本
実
験
動
物
学
会
総
会
実
験
動
物

感
染
症
対
策
委
員
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

郡
山

コ
モ
ン
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
の

感
染
症

コ
モ
ン
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
の
感
染
症
の
総
論
と
京
大
霊
長
研
で
の
事
例

岡
本
宗
裕

京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所

臨
床
現
場
の
治
療
症
例
と
感
染
症
モ
デ
ル

片
貝
祐
子

一
般
社
団
法
人
予
防
衛
生
協
会

コ
モ
ン
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
の
下
痢
症
と

C
lo

st
ri

di
um

 d
iffi

ci
le
感
染
症

井
上
貴
史

公
益
財
団
法
人
実
験
動
物
中
央
研
究
所

 マ
ー
モ
セ
ッ
ト
研
究
部

コ
モ
ン
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
の
腸
管
病
原
性
大
腸
菌
感
染
症

林
元
展
人

公
益
財
団
法
人
実
験
動
物
中
央
研
究
所

 IC
LA

S 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

20
18

第
65
回
日
本
実
験
動
物
学
会
総
会
実
験
動
物

感
染
症
対
策
委
員
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

富
山

実
験
動
物
施
設
の
品
質

管
理

 ～
微
生
物
統
御
の

観
点
か
ら

製
薬
企
業
に
お
け
る
実
験
動
物
の
品
質
管
理

 
～
微
生
物
学
的
品
質
～

小
山
公
成

ア
ス
テ
ラ
ス
リ
サ
ー
チ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

教
育
研
究
機
関
が
抱
え
る
実
験
動
物
の
感
染
リ
ス
ク
を
考
え
る

大
沢
一
貴

長
崎
大
学
先
導
生
命
科
学
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

日
本
ク
レ
ア
に
お
け
る
微
生
物
統
御
と
環
境
統
御

後
藤
貴
之

日
本
ク
レ
ア
株
式
会
社

ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
品
質
管
理

 –
 グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
立
場
か
ら

丸
山
　
滋

日
本
チ
ャ
ー
ル
ス
・
リ
バ
ー
株
式
会
社

20
19

第
66
回
日
本
実
験
動
物
学
会
総
会
実
験
動
物

感
染
症
対
策
委
員
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

福
岡

動
物
実
験
施
設
に
お
け
る

感
染
症
管
理
体
制
の
実
情

～
微
生
物
検
査
の
今
後
を

見
据
え
て
～

動
物
実
験
施
設
に
お
け
る
感
染
症
管
理
体
制

池
　
郁
生

国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
　
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

実
験
動
物
開
発
室

微
生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば
よ
い
か
？

 
―
製
薬
会
社
の
担
当
者
か
ら
課
題
提
議
―

渡
邊
利
彦

中
外
製
薬
株
式
会
社

実
中
研

IC
LA

S
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
新
技
術
の
応
用

 
―

M
A

LD
I-T

O
F 

M
S
導
入
を
例
に
―

林
元
展
人

公
益
財
団
法
人
実
験
動
物
中
央
研
究
所

 IC
LA

S 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

実
験
動
物
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
お
け
る
感
染
症
管
理
体
制

丸
山
　
滋

日
本
チ
ャ
ー
ル
ス
リ
バ
ー
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

医
科
学
実
験
用
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
の
微
生
物
学
的
管
理

中
村
紳
一
朗

滋
賀
医
科
大
学
動
物
生
命
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
大
学
動
物
資
源
開
発
研
究
施
設
（

CA
R

D
）
に
お
け
る
微
生
物
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
現
状
と
課
題

鳥
越
大
輔

熊
本
大
学

 生
命
資
源
研
究
・
支
援
セ
ン
タ
ー

20
14
年
，

20
15
年
開
催
分
は
「
実
験
動
物
感
染
症
と
感
染
症
動
物
モ
デ
ル
の
現
状
」
に
収
載
．


